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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2026年２月13日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

2026年３月期通期連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A)  5,549 168 277 200 20.45 

今回修正予想(B) 5,610 296 434 327 33.35 

増減額(B-A) 60 128 157 126  

増減率(％) 1.1 76.1 56.7 62.9  

(ご参考)前期実績 

(2025 年３月期) 
5,344 346 391 247 24.66 

（注）１ 当社は、2025年 10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。第 42 期の期首に当該株式

分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

   ２ 2025 年３月期の売上高及び営業利益は、表示方法の変更を反映した組替え後の数値を記載しております。詳細は

2026 年２月 13 日に公表いたしました「2026 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の【添付資料】P.

２「（１）経営成績に関する説明」をご覧ください。 

 

修正の理由 

 米国における追加関税への対応として、2025 年４月より米国向け生産品の一部を中国工場から日本の本社

工場に生産移管を実施いたしました。この対応により関税負担は軽減されたものの、総平均法による原価計算

の影響により、損益計算書上に直ちに反映されにくい状況となっていた一方で、第４四半期以降はその効果が

徐々に顕在化しており、売上総利益率が徐々に改善傾向にあります。また、販売費及び一般管理費につきまし

ては、各費用の精査を行った結果、利益は前回予想を上回る見込みとなりました。このため、上記のとおり業

績予想を修正いたします。 

 なお、期末配当金の予想につきましては、変更ございません。 

 

以 上 


